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通信制御方式

アドホックネットワーク、被災地での無線通信網、
ＩＴＳ車車間通信

隠れ端末によるパケットロスの発生を抑制した通信制御方式を提供する。

無線ネットワークでは、同一電波範囲内にある無線装置は同時にパケットを送信す
ることができず、そのため隠れ端末の影響によってパケットロスが発生する問題が
あったが、本発明によれば、隠れ端末が検出されると共に、その隠れ端末の発生を
抑制してネットワークを構築することができる。

無線装置３６は、周囲の無線装置３２、３５、３８、３９、４１、３７と通信可能な状況に
あるが、それらの各無線装置から受信したハローパケットの受信強度に基づいて安
定な電波環境において送受信される電波の最小強度以上の強度を検出するため
の閾値を決定し、無線装置３６は、その閾値以上の受信信号強度を有するハロー
パケットに基づいてルーティングテーブルを作成し、その作成したルーティングテー
ブルを用いて無線装置３２と３９との間でパケットを中継し、無線装置３６は、自己が
受信したパケットのパケットロス率が予め定められたしきい値よりも大きいこと検出
することによって無線装置３２、３９を隠れ端末として検出する。


